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韓国の 2009 年の対日貿易赤字は韓国の通関統計で 277 億ドル（5），
2008 年は 327 億ドルである。2009 年の赤字が 2008 年より少ないのは，
リーマンショックの影響で韓国からの輸出が減少したためである。すなわ
ち 2009 年の赤字額はいわば異常値であるので，ここでは 2009 年と
2008 年の両方の貿易統計を用いて韓国の対日貿易を財別の分類でみてい
る。図 2 および図 3 がそれである。これによれば，両年とも生産財と資
本財が韓国の大幅な輸入超過になっていることがわかる。2009 年の生産
財の貿易は，韓国が日本に 74 億ドル輸出して 265 億ドル輸入している。
その収支は約 190 億ドルの赤字である。資本財の貿易は，韓国が日本に
82 億ドル輸出して 170 億ドル輸入している。その収支は 88 億ドルの赤
字である。韓国の対日貿易赤字の約 2/3 が生産財から発生するもので 1/3
が資本財から発生するものである。同様に，2008年の生産財の貿易収支は，
200 億ドルの赤字，資本財の貿易収支は，120 億ドルの赤字である。
2008 年の貿易も，生産財については輸出額の 3 倍を輸入し，資本財につ
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表 1 は，韓国通関統計（6）から貿易統計の HS 4 桁分類（中分類）で，
2007 〜 2009 年に韓国が日本から輸入している輸入総額の約 50％を占め
る上位 26 品目を示している。表 1 の右側の欄は，各品目の対日輸入総額
に対する割合である。品目の並び方は，2009 年に金額の多い品目の順番
となっている。このため，2008 年および 2007 年は割合の多い順番とは
なっていないが，2008 年および 2007 年に輸入割合の大きな品目はすべ
て含まれている。2009 年ではこれら上位 26 品目が輸入総額の 50.7％を
占める。また 2008 年では上位 26 品目は日本からの輸入総額の約 52.9％
を占める。同様に 2007 年では日本からの輸入総額の約 49.9％を占める。























































表 1 は，韓国通関統計（6）から貿易統計の HS 4 桁分類（中分類）で，
2007 〜 2009 年に韓国が日本から輸入している輸入総額の約 50％を占め
る上位 26 品目を示している。表 1 の右側の欄は，各品目の対日輸入総額
に対する割合である。品目の並び方は，2009 年に金額の多い品目の順番
となっている。このため，2008 年および 2007 年は割合の多い順番とは
なっていないが，2008 年および 2007 年に輸入割合の大きな品目はすべ
て含まれている。2009 年ではこれら上位 26 品目が輸入総額の 50.7％を
占める。また 2008 年では上位 26 品目は日本からの輸入総額の約 52.9％
を占める。同様に 2007 年では日本からの輸入総額の約 49.9％を占める。



























































2007 2008 2009 2007 2008 2009
1  7208 鉄または非合金鋼のフラット
ロール製品




1,536  1,817  2,260  2.7  3.0  4.6 
3  8542 集積回路 3,853  3,139  2,210  6.9  5.2  4.5 





第 84 類の注 9(C) の機器なら
びに部分品および附属品
2,882  3,472  1,664  5.1  5.7  3.4 
5  2902 有機化学品 （環式炭化水素） 1,308  1,409  1,262  2.3  2.3  2.6 
6  7204 鉄鋼のくずおよび鉄鋼の再溶
解用のインゴット
1,384  1,504  1,208  2.5  2.5  2.4 
7  7207 鉄または非合金鋼の半製品 1,095  1,495  1,204  2.0  2.5  2.4 










863  918  1,062  1.5  1.5  2.2 
10  7004 引上げ法または吹上げ法によ
り製造した板ガラス
721  948  1,008  1.3  1.6  2.0 





1,014  1,196  1,008  1.8  2.0  2.0 
12  8708 部分品および附属品 1,021  1,107  893  1.8  1.8  1.8 






2007 2008 2009 2007 2008 2009









993  1,150  580  1.8  1.9  1.2 
16  8517 電話機 （携帯回線網用その
他の無線回線網用の電話を
含む。） およびその他の機器
416  545  524  0.7  0.9  1.1 









594  746  422 1.1  1.2  0.9 
19  2901 有機化学品 （非環式炭化水
素）
400  437  402  0.7  0.7  0.8 
20  8703 乗用自動車その他の自動車 583  650  395  1.0  1.1  0.8 
21  8538 第 85.35 項から第 85.37 項ま
での機器に専らまたは主とし
て使用する部分品




545  548  388  1.0  0.9  0.8 
23  7219 ステンレス鋼のフラットロール
製品
463  537  382  0.8  0.9  0.8 
24  7304 鉄鋼製の管および中空の形
材
408  461  361  0.7  0.8  0.7 
25  7216 鉄または非合金鋼の形鋼 401  782  359  0.7  1.3  0.7 
26  2710 石油および歴青油 （原油），
これらの調製品ならびに廃油
315  521  347  0.6  0.9  0.7 




56,250  60,956  49,428  49.9  52.9  50.7 
対日輸出総額 26,370  28,252  21,771  ― ― ―













2007 2008 2009 2007 2008 2009
1  7208 鉄または非合金鋼のフラット
ロール製品




1,536  1,817  2,260  2.7  3.0  4.6 
3  8542 集積回路 3,853  3,139  2,210  6.9  5.2  4.5 





第 84 類の注 9(C) の機器なら
びに部分品および附属品
2,882  3,472  1,664  5.1  5.7  3.4 
5  2902 有機化学品 （環式炭化水素） 1,308  1,409  1,262  2.3  2.3  2.6 
6  7204 鉄鋼のくずおよび鉄鋼の再溶
解用のインゴット
1,384  1,504  1,208  2.5  2.5  2.4 
7  7207 鉄または非合金鋼の半製品 1,095  1,495  1,204  2.0  2.5  2.4 










863  918  1,062  1.5  1.5  2.2 
10  7004 引上げ法または吹上げ法によ
り製造した板ガラス
721  948  1,008  1.3  1.6  2.0 





1,014  1,196  1,008  1.8  2.0  2.0 
12  8708 部分品および附属品 1,021  1,107  893  1.8  1.8  1.8 






2007 2008 2009 2007 2008 2009









993  1,150  580  1.8  1.9  1.2 
16  8517 電話機 （携帯回線網用その
他の無線回線網用の電話を
含む。） およびその他の機器
416  545  524  0.7  0.9  1.1 









594  746  422 1.1  1.2  0.9 
19  2901 有機化学品 （非環式炭化水
素）
400  437  402  0.7  0.7  0.8 
20  8703 乗用自動車その他の自動車 583  650  395  1.0  1.1  0.8 
21  8538 第 85.35 項から第 85.37 項ま
での機器に専らまたは主とし
て使用する部分品




545  548  388  1.0  0.9  0.8 
23  7219 ステンレス鋼のフラットロール
製品
463  537  382  0.8  0.9  0.8 
24  7304 鉄鋼製の管および中空の形
材
408  461  361  0.7  0.8  0.7 
25  7216 鉄または非合金鋼の形鋼 401  782  359  0.7  1.3  0.7 
26  2710 石油および歴青油 （原油），
これらの調製品ならびに廃油
315  521  347  0.6  0.9  0.7 




56,250  60,956  49,428  49.9  52.9  50.7 
対日輸出総額 26,370  28,252  21,771  ― ― ―




表 1 で輸入トップにくる HS 2 桁分類（大分類）でコード番号 72 に含
まれる品目は，鉄鋼製品である。この品目は，国連財別統計では生産財
に入るものである。2009 年に輸入品目の 1 位は HS コード番号 7208 の
鉄鋼製品であるが，HS コード番号 72 で始まる品目は，2009 年には 26
品目中 5 品目あり，その合計は約 68 億 9000 万ドル，対日輸入総額の約
14％を占め，少なくない。
一方，韓国が日本から輸入している約 1220 品目のなかで HS72 鉄鋼に
分類されるすべての品目の総額は，2009 年には約 81 億ドルであり，対
日輸入総額の約 16％を占め，その貿易赤字 65 億ドルは，対日貿易赤字
277 億ドルに対して約 23％，すなわち約 1/4 に当たる。図 2 および図 3
で示したように，対日貿易赤字の 2/3 が生産財で占められているが，生
産財の対日貿易赤字 190 億ドルに対して HS72 鉄鋼に分類される品目の









HS2 桁分類でコード番号 84 に含まれる品目は，「原子炉，ボイラーお
よび機械類ならびにこれらの部分品（以下，機械類およびその部品と記
す）」である。これは財別では資本財に分類される品目が多く含まれている。
HS84 で始まる品目は，2009 年では上位 26 位のなかに 3 品目あり，そ
のシェアの合計は 5.7％である。4 番目に出てくる HS8486 の機械は，半
導体またはフラットパネルディスプレイの製造に使用する機械である。半
導体もフラットパネルディスプレイも近年の韓国の主力輸出品目である。












また，HS 2 桁分類でコード番号 85 で始まる品目は，「電気機器および
その部分品ならびに録音機，音声再生機ならびにテレビジョンの映像およ
び音声の記録用または再生用の機器ならびにこれらの部分品および附属品
（以下，電気機器およびその部品と記す）」である。上位 26 品目中 HS85
で始まる品目は５品目あり輸入総額の 9.4％を占める。このうち 3 位に
出てくるのが HS8542 集積回路である。また 11 位 HS8541 は半導体デ
バイスなどである。16 位 HS8517 は携帯電話を含む電話機であるが，こ
れをさらに詳しくみると HS851770 で携帯電話を含む電話機の部分品と
なっている。






光材料製のシートは，第４章で述べる LCD パネルの材料で，10 番目に登
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光材料製のシートは，第４章で述べる LCD パネルの材料で，10 番目に登
場する HS7004 のガラスはおなじく LCD パネルに使われるものである。
16 17
総論　韓国の輸出戦略と技術ネットワーク
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　　   （2）特に注記がない場合，ドルは US ドルを指す。
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　　   （2）特に注記がない場合，ドルは US ドルを指す。














































図 7　韓国のテレビおよび LCD パネル生産と生産財 ･ 資本財の調達変遷
（出所）韓国の生産および貿易統計より御手洗久己氏作成。
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易赤字額は 65 億ドル，すなわち約 1/3 に当たるが，鉄鋼は大企業の製品











表 1 の 3 位に登場する集積回路は，韓国メーカーがさまざまな製品を
製造する時に必要なものである。ここで問題にしようとしているのは，韓
国の主張を検証することである。鉄鋼とおなじように，HS8542 集積回路
の 2009 年の輸入 22 億ドルは日本の大企業製品の輸入であるので除外す
る。鉄鋼製品の輸入 81 億ドルと集積回路 22 億ドルを合計すると 103 億
ドルとなり，103 億ドルは日本の大企業の輸出品である。2009 年の対日
輸入総額 494 億ドルのうち鉄鋼と半導体の輸入合計額 103 億ドルを差し
引いた残りの 391 億ドルが，韓国の主張する「赤字の原因となる日本の
中小企業の製品の輸入」で占められているかもしれない。仮にそうだとし











製造装置については，2000 年代前半には約 1000 億円であったが，2000
年代中盤には約 2500 億円に増え，2000 年代後半にはリーマンショック
の影響もあるが，約 1000 億円に縮小しているという結果になった。また，
材料などの輸入は，2000 年代前半には約 1000 〜 1500 億円であったが，
2000 年代中盤には約 2000 〜 2500 億円に増え，2000 年代後半にはリー
マンショックの影響もあるが，国産化に成功した部分もあり約 1700 億円
に縮小している。これらを合計すれば，半導体製造のために 2000 年代中
盤には約 5000 億円輸入していたが，2000 年代後半には，2700 億円に
縮小したことになる。
LCD パネル製造のための生産財輸入は 2000 年代前半には約 4000 億
円であったが，2000 年代中盤には約 7000 億円に増え，2000 年代後半
にはリーマンショックの影響もあるが，国産化に成功した部分もあり約
5000 億円に縮小している。製造装置は，約 1000 億円で推移していると
分析している（第４章）。これらを合計すれば，LCD パネル製造のため
に 2000 年代中盤には約 8000 億円輸入していたが，2000 年代後半には，
6000 億円に縮小したことになるが，その額は大きい。
他方，携帯電話は，2009 年韓国国内の携帯電話関連部品需要約 7000
億円のうち，国産品 4200 億円，輸入品 2800 億円と推測され，輸入品
のうちの約 1/3 に当たる約 1000 億円が日本からの輸入と推測される。
2008 年以前については定量化できる情報に限度があるため，あくまでも
推測であるが，韓国の部品国産化の状況などから判断して，日本からの主
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盤には約 5000 億円輸入していたが，2000 年代後半には，2700 億円に
縮小したことになる。
LCD パネル製造のための生産財輸入は 2000 年代前半には約 4000 億
円であったが，2000 年代中盤には約 7000 億円に増え，2000 年代後半
にはリーマンショックの影響もあるが，国産化に成功した部分もあり約
5000 億円に縮小している。製造装置は，約 1000 億円で推移していると
分析している（第４章）。これらを合計すれば，LCD パネル製造のため
に 2000 年代中盤には約 8000 億円輸入していたが，2000 年代後半には，
6000 億円に縮小したことになるが，その額は大きい。
他方，携帯電話は，2009 年韓国国内の携帯電話関連部品需要約 7000
億円のうち，国産品 4200 億円，輸入品 2800 億円と推測され，輸入品
のうちの約 1/3 に当たる約 1000 億円が日本からの輸入と推測される。
2008 年以前については定量化できる情報に限度があるため，あくまでも
推測であるが，韓国の部品国産化の状況などから判断して，日本からの主






年には 9700 億円になり，これを 2009 年 12 月の１ドル約 89.52 円で換


























































年には 9700 億円になり，これを 2009 年 12 月の１ドル約 89.52 円で換




























































（ 1 ）「三星電子の 2009 年 12 月期の売上高は，10 兆 9000 億円，本業の儲けを示す営
業利益は 8736 億円だ。一方，ソニー，パナソニック，日立製作所や東芝，シャー
プなど，電機大手九社の営業利益の合計は，6400 億円（10 年 3 月期見通し）。日
本の電機大手が束になっても，三星電子 1 社の営業利益に届かないのである。」（『プ
レジデント』 2010 年 5 月 31 日   45 ページ） 。また，『日本経済新聞電子版ニュース』
2010 年 10 月 3 日 21:14  の記事によると，「2010 年４～６月期の連結業績は営業
利益が前年同期比 88％増の 5 兆 142 億ウォン（約 3800 億円）でした。おなじ時
期に日本の主要電機メーカーが稼いだ営業利益をみると，パナソニックが 838 億
円，ソニーが 670 億円，シャープが 225 億円でした。（中略）円換算でみた営業利
益のケタがひとつ小さいのです」とある。
（ 2 ）藤田徹氏の現地調査報告。
（ 3 ）http://comtrade.un.org/db/，2011 年 1 月閲覧。
（ 4 ） http://unstats.un.org/unsd/cr/registry/regdnld.asp?Lg=1，2011 年 1 月閲覧。
（ 5 ）特に注記がない場合，ドルは US ドルである。
（ 6 ） World Trade Atlas を用いた。
（ 7 ）『朝鮮日報』2009 年 6 月 25 日 。
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